
 

 

学校教育目標「かしこく・つよく・うつくしく生きる和小っ子を育てる。」 
 
 
 

 

 
 

2 学期のまとめに向けて「あいさつ」「最後まで」「みんなで」 

校長 千葉 良夫 

令和６年も早いもので残り１か月となりました。子供たちには、先日の朝会で１学期の始業式で話

した３つの言葉について再度確認しました。話の内容は以下のとおりです。 

 一人一人または学級での振り返りを大切にしていきます。そして、互いに認め合ったり、次の目標

を設定したりと様々な面でのまとめをしっかりと取り組ませていきたいと考えます。御家庭でも話題

に出していただき励ましの言葉や温かい言葉を子供たちに掛けていただければと思います。 

 今月も引き続き、御理解と御協力をお願いいたします。 
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ポ  プ  ラ 
子供たちの健全な成長のため「はやね・はやおき・あさごはん」「徒歩・自転車通学」を励行

しましょう。 

https://www.city.ishinomaki.lg.jp/school/20303200 

 

１つ目は、「あいさつ」です。「おはよう」「さようなら」「こんにちは」はもちろんのこと、人と人をつなぐ言葉を

大切にしてください。「ありがとう」、「ごめんね」、「いいよ」などです。これから皆さんは、いつの日か学校という

世界を飛び出して、社会という大きな大きな世界で生活していくことになります。より豊かな人生・幸せな人

生をおくるために、人と人をつなぐ言葉である「あいさつ」をしっかりとできるようになってください。 

２つ目は、「最後まで」です。嫌いなこと・苦手なこと・苦しいことに対して、最後まで挑戦してほしいと思い

ます。校長先生もそうですが、嫌いなこと・苦手なことに対してどうしても逃げたくなります。しかし、逃げてば

かりいると、何も変わりません。もしかすると最後まで挑戦すると嫌いなことが好きなことへ・苦手なことが得意

なことへ変わる可能性があります。もちろん、最後まで挑戦してもできなかったりすることもあります。しかし、で

きた・できないではなく、「最後まで」ということが大切なのだと思います。きっと、新しい自分と出会ったり、新

しい景色が見えたりするに違いありません。 

３つ目は、「みんなで」です。今まで話した「あいさつ」、「最後まで」は一人でできるもではありません。「あい

さつ」は、相手がいてこそ話す言葉です。「最後まで」は友達の応援があるとパワー１００倍になります。勉強

も運動も遊びも「みんなで」取り組むことによって喜びや頑張りが大きくなります。時には、苦しみや悲しみを

小さくしてくれます。 



 

 １０月３１日、秋晴れの下に校内持久走大会を行いました。子供たちは、練習の成果を発揮し、

最後まで頑張りました。苦しいこと、辛いことを乗り越え、自分の限界を超えることで、その先に

ある達成感や成就感も味わうことができたと思います。当日は子供たちへのたくさんの応援ありが

とうございました。 

   

 

１０月２３日、恒例の地域清掃を行いました。水辺の楽校グループと学校周辺グループに分か

れ、ごみ拾いを行いました。川岸は上流から流されてきたごみが目立ちましたが、学校周辺はごみ

が少なく、和渕はゴミがなくきれいな町であることに気付くことができました。 

   

 

１１月２日、石巻市総合防災訓練が行われました。この日は授業日として、子供たちは各地区の

防災訓練に参加しました。消火訓練や停電に備えた発電機の使い方、身の回りのもので担架を作っ

ての救助活動など様々な取り組みを行いました。いざというとき、「あ、そういえば！」と訓練の

成果が出るかもしれません。ないことを祈りたいものです。  

 
  

１１月１２日（火）に、宮城県美術館から講師を招き、美術館所蔵の絵画を活用して、観察力や

創造力を高める学習活動を行いました。１～３年は「長谷川潾二郎」の作品「ネコのお昼寝」を見

て猫の気持ちを想像し、昼寝の場所を探す活動を行いました。４～６年生は「アートカード」を用

いて、自分の気持ちを表現したり、配られたカードから物語を作る活動を行いました。絵の見方が

これまでと少し変わったようでした。 


